
分解度試験報告書

1・試料名

式
式
子
造
分
構

　　トリフェ昌ル錫ジメチルジチオカルバミン酸塩

　・（試料孤K－721）　　　暫

，0蓋1H21NS2Sn分子量47α2

尊　／CH、

％s幅1曳

　同　定　赤外分光光度計（図＿7参照）

　性　　 状

　　外　観　　白色粉末一

　　比　　重“　　1．500

　　純　匿聾　　ga5％

　　（不純物テトラフェ　錫脇ジフエ欄才物イド晦）

　　溶解性

　　　　　　　対7k　4Ppm以下

　　　　　　　対クロロホルム500Ppm以上

　　　　鈴　試料提供先資料による

Z試’験期間　昭和57年9月1・日一昭和57年12月5日



驚義三騰・一一一

　　（1）一微生物源：標準活性汚泥50ppm

　　（2）供試物：質濃度：100ppm

　　（3）試験期間：28日間

　　　閉鎖系酸素消費量測定装置　標準型

　（c）試料の採取，

　　供試物質を天秤で50叩精秤し各培養ピンに添加した

（d）　B　O　D測定装置へのセット状況

（b）試験装置

5　試験方法及び条件

51　試験条件
　（a）生分解試験条件

こ2

（a）

状　　　　　　　　　況 pH

仕　込　時 試料は粉末状で浮遊。 一

途　　　中
水、汚泥系共、試料が微粉来状
ﾅ分散したため白濁。 一

終　了　時 同　　　　　上 一

直接定量分析
　　畢
使用分析機器及び条件

r
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｝
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紫外可視自記分光光度計

　　型　　　式　　　日立200－20

　　波長550～260亘m
　　　　　　　　　2max290nm

　　スリット幅　　　2nm

　　使用セル　　セル長　10翻石英

原子吸光光度計（有機錫の定量）

　　型　　　式　　　日立170－50A

　　光　　　源　　　中空陰極ランプ

　分析波長　　286nm
　原子化法　　フレームタイプ（空気一アセチレン炎）



（b）分析試料の前処理

試　験　液 500謡

←クロロホルム　90瑠
・振とう

・操作
←添加

水　　層 クロロホルム層

・ろ過

・定容 100認 雪

・20謡分取
・乾固

←濃硫酸繍
←濃硝酸5謡
・加熱分解

・5倍希釈

UV試料

・5拓硝酸で定容（8属）

AA試料

（有機スズの定量）

蓼



4．試験結果

分解度0助 付　　図 付　　表

酸素消費量に．よる結果 2 1
『

UV　に　よ　る結　果 24 2 1

　　　7日目のアニリンの分解度　68拓

5．考　　察

5．1　生分解性

　　水中及び汚泥中で以下の挙動をとると推定される・

（《玩3冊N（鮪）2鮎（《塾3邸サ・Hかず（CH31

　　　　　（A）　　　　　　・　　　　　　　　　（B）　　　　　　　　　（C）

　　　　ωの残留率

　　　　　水系　6も多（UV）

　　　　　汚泥系　　76勇（UV）

　　　　（A）と（B）を合わせた残留率

　　　　　水系　96％（AA）

　　　　　汚泥系　　94％（AA）

　　MSスペクトル解析から、分解物はメルカプトトリフエニ

　　ル錫（（C6H5う看Sn－SH）あるいはトリフェニル錫ヒドロ

　　オキシド（（C6H5う3Sn－OH）のいずれかであると推定さ



れるが、以前に実施し船リブチルスズジメチルジチオカ

ル．くミン酸塩（K－69・）の結果から類推すると・単纏加

紐解に功メルカブトトリフ炉ル錫（B）が生成したと考

えられる．原子吸光分析により・（物質は難分解性である

’ことがわかった．従って親物質K一ア2・は難分解性である・

　もう＿万の加水分解生成物であるジメチルチオカルバミン

　酸¢）の生成率は、汚泥系で25疑伽ため挙動は把えら

　れ励、つたが、K－69・の結果から易分解性であると考え

　　られる。

5．2　AA分析
　　供試物質分解物を標準とし本体換算によるSn定量を行っ

　　た結果、有機錫としての残留率は・水系96％・汚泥系94％

　　であってSn－C結合はほとんど変化を受けていないことが

　　わかったロ

　　肋、本試験で用いた硫硝酸分解によるSnイオンの生成

　　率は、硫酸添加による感度低下を補正すると999％である

　　ことを確認している・

以　上


